







































や、スティーブンソンの『宝島』 、滝つぼにニョロめく神……エッセイを読んで写真を眺めれば、行きたくなるに違い い。その土地に生きる人々に、動物に、来訪神に会い こう。
外大の先輩が、新入生のためにイチオシの本を三冊選びました。考え方が変わった本、入学当初に読んでおきかった本、言葉を学ぶ意味について考えさせられる など、魅力的な本ばかりが集まりました。








































スト教迫害という世界史の常識を、ローマ帝国側史料の分析によって否定しました。②所収の「ウェーバーと現代」では、ウェーバーの学説を無反省に流用するウェーバー学者のあり方が批判的に検討されています。③は、 『徒然草』 やる事がなく退屈だ」という意味で我々が中学校以来満足してきた「つれづれ」という言葉について、用例や写本異同、さらに呼吸段落という分析方法を用いて 新たな解釈を導いています。　
以上は我々に、 「常識」に捕われず、対象と直に対面し、その姿を
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カンボジア・カンボジア語（クン・ブン・チュアン『ヴィアスナー・ニアン・マリナ』 （マリナの運命） 、プノンペン、ボンナーライ チョーポアン・ランサ 、二〇〇〇年）　
一人の少女が実際に体験した悲劇の人生を題材とした小説である。
























































代、九〇年代のウクライナの社会が体験していた現実がうかがえる。共産主義の偽りの社会や充実感のない人生、 人の心や生活ぶり、 様々なことがわかる。暗いものが多いが、印象的で唸らされる作品もある。その中で、私の大好きなエウヘーニヤ・コノネンコによる「新しいストッキング」を紹介したい。義母 手術代の代わり 、母親第一の夫から外科医の希望通り彼 家へ行くように言われた美しい女性の話である。折れそう 心 奮い立 せて、外科医のところへ向かった彼女を待ち受けていた、意外なこと
